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利用状況及び利用料等について 

 
１ 船橋市本町駐車場 利用実績（過去５年度分）           （台） 

年度 総駐車台数  

内訳 収容可能台数 

平日 土曜日 日・祝日 普通車 
ハイルー

フ車 

２ ６０，４３１ ４４，７９４ ７，５７８ ８，０５９ 

８４ ３１ 
３ ６８，３６８ ４８，８２９ ９，５５６ ９，９８３ 

４ ６７，９１３ ４８，０８６ ９，３７６ １０，４５１ 

５ ６５，７０８ ４６，８５６ ８，８１８ １０，０３４ 

６ ７１，８７９ ５１，６９１ ９，５５３ １０，６３５ ４２ ６２ 

 

 

２ 表１中、夜間泊利用・最大料金適用・ハイルーフ車利用台数 各実績 （台） 

年度 夜間泊利用台数 最大料金適用台数 ハイルーフ車利用台数 

２ １８７ ２，５１８ ３２，４４５ 

３ １９３ ３，１６８ ３６，９９３ 

４ ２２２ ３，３８３ ３６，６６０ 

５ ２０９ ４，０６７ ３５，９３８ 

６ ２４１ ４，４６８ ４５，４１４ 

※平成２３年４月１日から、最大料金適用（５時間以上の駐車で、当日１回につき営業時

間内最大料金１，５００円）のサービスを開始。 

※平成２６年４月１日から、３号機ハイルーフ車利用対応を開始。 

※令和６年４月１日から、２号機ハイルーフ車利用対応を開始。 

 

 

 

３ 表１中、定期利用契約台数実績             （台） 

年度 定期利用契約台数 
内訳 

全日定期 昼間定期 夜間定期 

２ ２４９ １４１ １０８  ０ 

３ ２２３ ７９ １４４  ０ 

４ １９４ ２４ １７０  ０ 

５ １５９ ８ １５１  ０ 

６ ３６９ ９４ ２７５  ０ 
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４ 船橋市本町駐車場 利用料収入実績（過去５年度分）  税抜（千円） 

年度 利用料収入※１ 
内訳 

一般利用 回数券利用 定期利用※２ 

２ ３１，０８３ １８，５４１ ７，０２７ ５，５１４ 

３ ３３，６８０ ２２，４９７ ６，８０３ ４，３８０ 

４ ３４，１１０ ２４，５００ ６，３２７ ３，２８１ 

５ ３３，９４８ ２５，１１０ ６，２８５ ２，５５１ 

６ ４０，７５９ ２８，９０６ ５，０３６ ６，８１６ 

※１ 千円未満の金額は切り捨てしているため、利用料収入が内訳の合計と合わない場合があり

ます。 

※２ 定期券の再発行にかかる手数料２，５４７円（令和６年度のみ）は定期利用の額に含めて

おります。 

 

 

５ 表４中、夜間泊利用収入・最大料金適用収入 各実績 

税抜（千円） 

年度 夜間泊利用収入 最大料金適用収入 

２ １７０ ３，４３３ 

３ １７５ ４，３２０ 

４ ２０１ ４，６１３ 

５ １９０ ５，５４５ 

６ ２１９ ６，０９２ 

 

 

６ 条例第１３条第４号の規定に基づく利用料免除実績 

 

年度 件数（件） 免除額（千円） 

２ ２，５０５ ６１１ 

３ ３，１２７ ７８４ 

４ ３，１６６ ８０８ 

５ ３，５１０ ８９７ 

６ ３，１５２ ８３３ 

※条例第１３条第４号の規定（抜粋） 

「身体障害者福祉法（昭和２４年法律第２８３号）第１５条第４項の規定により身体障害者手帳

の交付を受けている者その他これに準ずる者として市長が認める者が運転し、又は同乗する自動

車が駐車するときは、駐車開始時刻から１時間以内に限り利用料を免除することができる。」 
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７ 船橋市本町駐車場利用料金表 

 

条例別表より（※印の記載及び太枠内の記載を除く） 

区分 単位 
上限金額 

（条例） 

運用金額 

（現指定管理者） 

普通利用 

最初の１時間までにつき１台 ４４０円 ３２０円 

（※規程）入庫後３０分未満で出庫

する場合は２分の１の額とする 
－ １６０円 

超過時間３０分までごとにつき１

台 
２２０円 １５０円 

（※規程）午前８時から午後１２時

まで当日１回につき最大料金 
－ 

１，５００円  

（５時間以上） 

泊利用 夜間につき１台 ２，６４０円 １，０００円 

定期利用 

全日１月につき１台 ４９，５００円 ３０，０００円 

昼間１月につき１台 ２８，６００円 １７，０００円 

夜間１月につき１台 ２６，４００円 １５，０００円 

 

回数券 

 

１６０円券１１枚綴り 
定期利用に係るも

のを除き、規定の

額から１割以内の

割引をした額をも

って回数券を発行

することができる 

１，６００円 

１５０円券１１枚綴り   １，５００円 

３２０円券１１枚綴り   ３，２００円 

共 通  

回数券 

（※規則）あらかじめ船橋市本町駐

車場共通回数券運用承認申請書に

より市長の承認を受けなければな

らない 

       － 

現指定管理者が別

に運営する「船橋

北口駐車場」の回

数券を「船橋市本

町駐車場」におい

て使用できる。ま

た、その逆も可。 

（備考） 

１ 全日とは、午前零時から午後１２時までをいう。 

２ 昼間とは、午前８時３０分から午後７時までをいう。 

３ 夜間とは、午後７時から翌日の午前８時３０分までをいう。 

４ 泊利用に係る駐車については、規則で定める入出庫取扱終了時間以前に出庫するとき

は普通利用とし、翌日午前８時３０分以後に出庫するときは超過時間３０分までごと

の金額を３０分ごとに加算した額とする。 

５ 定期利用に係る駐車については、定期利用時間に継続して利用し、出庫するときは超

過時間３０分までごとの金額を３０分ごとに加算した額とし、その他の場合は普通利

用とする。 
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８ 回数券等の取扱いについて（抜粋） 

 

区分 根拠法令等 取扱い 

駐車券 規則第５条 
・利用者は、入庫の際に駐車券の交付を受け、出庫の際に提出し

なければならない。 

定期券 

規則第６条 

・条例別表に掲げる定期利用に係る駐車については、利用者から

の交付申請を受けて定期券を発行するものとする。 

・定期券の有効期間は月の初日から末日までの１月間とする。 

・定期券により駐車できる自動車は当該定期券に記載された自動

車登録番号の自動車とし、自動車を変更しようとする場合は申請

が必要となる。 

規程第１６条 

・定期券による駐車場所の特定または優先駐車の特約はできな

い。 

・定期券交付申請は有効期間開始日の７日前から交付申請書によ

り行うことができる。 

・既に定期券の交付を受けている者がその有効期間を更新する場

合は、定期券の提出をもって交付申請書に代えることができる。 

・定期券の発行手数料は徴収しない。 

・定期券の発行は普通利用及び泊利用の妨げとならない範囲内の

台数分とする。 

 

回数券 

 

条例第１１条 
・指定管理者は、定期利用に係るものを除き、規定の額から１割

以内の割引をした額をもって回数券を発行することができる 

共 通  

回数券 
規則第８条 

・指定管理者は、あらかじめ市長の承認を受けた場合に限り、駐

車場及び他の駐車場の利用等に共通して用いることができる回

数券（指定管理者共通利用回数券）を発行し、かつ、他の駐車場

を管理する者が発行する共通利用ができる回数券（一般共通利用

回数券）を用いることができる。 

領収証 規程第１９条 

・駐車料金を徴収したときは、領収証を納入者に交付しなければ

ならない。ただし、料金計算機によりレシートを発行する場合は

この限りではない。 

 

※回数券の有効期限等についての留意事項 

 過去の指定管理者（指定期間平成１８年度から令和２年度）が発行した（発行する）回

数券には有効期限が設けられていません。したがって、今後、指定管理者となる者は、既

に発行した回数券を利用者が令和８年４月１日以降に使用しようとする場合、これを利用

可能とする措置を講じていただく必要があります。 
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位 置 図 

北側出入口 

南側入口 

船橋市本町駐車場 

（船橋スクエア２１ビル） 



南側進入路

料金所

休憩室

４号機

３号機

２号機

平面図

　専有部分

※面積は、船橋スクエア２１における専有面積

面　積（ｍ2）

駐車場部分 1890.19

２号機 31台 （ハイルーフ対応）

３号機 31台 （ハイルーフ対応）

４号機 42台

189.94

料金所 6.80

休憩室 16.58

南側進入路 162.82

名　　称

ターンテーブル前室

（資料２－２）

ターンテーブル

等前室

1
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船橋市本町駐車場の管理に関する業務仕様書 

 

 

本仕様書は、船橋市本町駐車場の指定管理業務に適用する。 

 

【１】施設の概要 

１ 管理対象施設 

（１）名  称  船橋市本町駐車場 

（２）所 在 地  船橋市本町２丁目１番１号 船橋スクエア２１ビル地下１階 

（３）供用開始  平成５年２月２４日 

（４）構 造 等  鉄骨造、一部鉄筋コンクリート造 タワーパーキング 

（５）施設面積等 

     駐車場部分・・・・・・・・・１８９０．１９㎡ 

     〔形  式〕 機械式立体駐車場 

〔数  量〕 ４基中の３基（２号機から４号機） 

     〔収容台数〕 ３基合計１０４台 

・２号機及び３号機・・・各３１台（ハイルーフ車） 

・４号機・・・・・・・・・４２台（中小乗用車） 

     〔品名型式〕 ＩＨＩタワーパーキング 

・２号機・・・・・・・・QTRMC-0/31-K･TP 

・３号機・・・・・・・・QTRMC-0/31.K.TP 

・４号機・・・・・・・・RM－8－42ŌTP 

※型番については募集要項３ページの画像を参照してください 

   ターンテーブル等前室・・・１８９．９４㎡ 

     料金所・・・・・・・・・・・・６．８０㎡ 

     休憩室・・・・・・・・・・・１６．５８㎡ 

     南側進入路・・・・・・・・１６２．８２㎡ 

     「（資料２－２）平面図」参照 

※ １号機については指定管理の対象施設ではありませんが、車路等の共

用部分があるため、１号機を使用している事業者より別途業務を依頼

される可能性がありますので留意してください。 

 

（６）付属施設 

   満空表示看板・・・・・・・・・・・４箇所 

    ・主要地方道船橋停車場線（船橋本町プラザビル前） 

    ・本町通り（千葉銀行前） 
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    ・本町通り（船橋商工会議所前） 

    ・南側進入路入口 

   （別添満空表示看板位置図参照） 

２ 供用時間等 

（１）供用時間及び入出庫の取扱時間 

駐車場の供用時間（継続して駐車可能な時間）は、午前０時から午後１２時

までとする。 

    また、駐車場への入出庫の取扱時間は、午前８時から午後１２時までとする。 

（２）供用の休止 

    駐車場の供用は年中無休であるが、駐車場の補修その他の理由により必要が

あると認めるときは、駐車場の全部又は一部の供用を休止する。 

 

【２】指定管理者が行う業務等 

１ 指定管理者が行う業務 

（１）駐車場の施設の提供に関する業務 

    ア 開場・閉場点検 

    イ 駐車場への誘導及び案内 

    ウ 駐車車両の保管 

    エ 場内事故防止対策 

     オ 苦情等に対する適切な対応 

     カ 駐車を拒否する自動車への対応 

（２）利用料の収受に関する業務 

     ア 利用料の徴収・管理 

     イ 駐車券・定期券・回数券等の発行・管理 

     ウ 領収証等の発行・管理 

     エ 利用料を免除する自動車への対応 

（３）駐車場の施設及び設備の維持管理に関する業務 

 ア 施設及び設備等の保守点検・補修・修繕 

（満空表示看板及び船橋スクエア２１管理規約等に該当する施設等含む） 

     イ 水道光熱費等管理費用の支払い 

     ウ 備品の管理 

     エ 場内及び周辺の清掃・巡回 

     オ 防犯・防災対策 

（４）その他、駐車場運営に付随する業務 

     ア 船橋駅周辺駐車場案内システムへの参画 

     イ 船橋スクエア２１管理組合との調整 

     ウ 利用状況報告書等の作成及び本市への報告 
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     エ 事業報告及び業務評価 

     オ 緊急時における対応及び関係諸機関への連絡調整 

     カ 文書等の管理・保存 

     キ 保険への加入 

     ク ホームページの作成等、利用者に対する情報提供 

     ケ その他駐車場の運営に関する事務のうち、本市が必要と認めるもの 

２ 指定期間 

令和８年４月１日から令和１３年３月３１日までの５年間とする。 

ただし、本市が指定管理者による管理を継続することが適当でないと認めると

きは、指定を取り消し、又は期間を定めて管理の業務の全部又は一部の停止を命

ずることがある。 

 

【３】業務計画書 

各年度の管理業務に係る次に掲げる事項を記載した業務計画書を指定の期間全

体の「（申請書類４）船橋市本町駐車場事業計画書」に基づき作成し、当該業務計

画書に係る前年度の３月末までに本市に提出するものとする。ただし、初年度に関

する業務計画書については当該年度の４月１日に本市に提出するものとする。 

ア 管理業務の実施計画 

イ 管理運営体制 

ウ 指定管理者の行うべき修繕計画及び自主事業の予定 

エ 管理業務の実施に関する経費の収支予算 

オ その他本市が必要と認める事項 

 

【４】指定管理者が行う業務報告 

指定管理業務の報告について、以下に示すとおり報告書を提出すること。報告書

の詳細については別途、様式等により定めるものとする。 

また、指定管理者は、以下に示すもののほか本市が必要に応じ指定管理者に対し

て行う調査や調査依頼等に協力しなければならない。なお本市に提出した報告書及

び調査結果等は、船橋市情報公開条例（平成１４年条例第７号）の規定に基づき情

報公開の対象となる。 

１ 年次報告 

毎年度終了後６０日以内に、次に掲げる事項を記載した事業報告書を作成し本市

に提出するものとする。 

ア 管理業務の実施状況 

イ 駐車場の利用状況 

ウ 利用料等の収入状況 

エ 管理運営に係る収支状況 



  （資料３） 

4 
 

オ 管理業務の実施に要した費用 

カ その他管理業務の実態を把握するため、本市が必要と認める事項 

２ 月次報告 

毎月終了後１０日以内に、次に掲げる事項を記載した月例報告書を作成し本市に

提出するものとする。 

ア 駐車場の利用状況 

イ 利用料金収入状況 

ウ 管理運営に係る収支状況 

エ 事故、苦情等の経過及び結果報告 

オ 機械設備の保守点検報告 

カ その他、本市が必要と認める事項 

３ 連絡調整会議 

本市と指定管理者が業務全般にわたる問題点等の協議を行う場として、定期的に

連絡調整会議を開催する。会議の開催は、月次報告と併せて行うものとする。 

４ 内部評価及びモニタリング 

   施設の管理運営が「船橋市本町駐車場の管理に関する基本協定書」（以下、「協定

書」という。）、仕様書及び業務計画書に従い適正かつ確実に行われているか、内部

評価を行うこととする。なお、評価については、業務報告書の内容を踏まえること

とし、評価シート及び項目別評価表を毎年度終了後に業務報告書に併せて提出する

ものとする。 

   自己評価の内容に加え、ヒアリング、実地調査、及び根拠資料等により本市にて

モニタリングを行う。指定管理者、本市のそれぞれの評価を記入した評価シートは、

施設内へ掲示や本市ホームページにて公表するものとする。 

本市が評価結果により改善が必要と認める場合は、改善に向けた指導を行う。指

定管理者は指導された事項について改善計画を作成し、計画的に改善に取り組むも

のとする。改善結果が適正と認められない場合は、本市は改善措置を講じるよう指

示を行う。 

５ 労働条件の確認 

   労働関係法令の遵守について、指定管理者自身が自己の労働条件を点検し、労働

条件チェックシートを提出するものとする。提出時期については、選定時及び労働

条件審査翌年度とする。 

   本市は労働条件の適正さを確認するため、必要に応じて労働関係法令の遵守状況

について調査を行う場合がある。なお、当該調査業務を委託して実施することがあ

る。 

   本市が評価結果により改善が必要と認める場合は、改善に向けた指導を行う。指

定管理者は、指導された事項について改善計画を作成し、計画的に改善に取り組む

ものとする。改善結果が適正と認められない場合は、本市は改善措置を講じるよう
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指示を行う。 

６ 各種報告書等提出 

   基本協定書や仕様書等に基づく各種報告書等については、別添様式にて提出する

ものとする。特に様式の定めのないものについては、協議のうえ定め提出するもの

とする。 

なお、上記に示すもののほか本市が必要と認めるときは、管理業務又は管理業務

に係る経理に関する資料の提出を求める場合がある。 

 

【５】その他管理運営にあたっての留意事項 

１ 修繕について 

本施設等の修繕については、１件あたり金額が５０万円（消費税及び地方消費税

を含む。）以上のものは本市が自己の費用と責任において実施するものとする。１

件あたり金額が５０万円（消費税及び地方消費税を含む。）未満のものは、事前に

本市の確認を受けた上、指定管理者が自己の費用と責任において実施し、修繕実施

後の施設、設備は本市に帰属するものとします。ただし緊急を要する場合は、指定

管理者の責任において実施できるものとする。この場合においては、指定管理者は

事前の確認を受ける必要は無く、事後に報告するものとする。 

２ 物品について 

協定書に定める本市所有の備品及び消耗品については、指定管理者に無償で貸与

する。指定管理者は船橋市物品管理規則（平成２６年船橋市規則第６２号）に基づ

き管理を行い、善良なる管理者の注意をもってこれを使用する。なお、指定管理期

間の初年度に備品の状況等について確認を行うものとする。 

貸与した備品及び消耗品が経年劣化により管理運営業務の実施の用に供するこ

とができなくなった場合、更新、補充及び修繕に要する費用については、利用料金

収入をもって充てることができるものとし、所有権は指定管理者に帰属する。その

後、当該備品及び消耗品は本市に引き継ぐものとする。 

指定管理者は、管理業務を実施するために基本協定書に定める物品以外に必要と

するものがあるときは、あらかじめ本市の承認を得て、利用料金収入をもって購入

し本町駐車場に備えるものとする。この場合、当該物品の所有権は指定管理者に帰

属するが、指定期間が終了したときは、本市に引き継ぐものとする。ただし、本市

の承認を得たときはこの限りではない。 

指定管理者は、前述の物品以外のもので管理業務遂行のために、指定管理者が所

有する物品又は指定管理者の負担により購入した物品を使用することができる。 

指定期間が満了し、又は指定管理者の指定を取り消されたときは、指定管理者の

責任と費用で、指定管理者が購入使用した物品を撤去・撤収するものとする。ただ

し、本市と指定管理者との協議の上、本市又は本市が指定する者に引き継ぐことが

できるものとする。 
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３ 駐車場への入出庫について 

駐車する目的で駐車場を利用する者が駐車場へ入庫するときは、北側出入口若し

くは南側入口のいずれかにより係員が誘導、指示を行う。 

入口については、周辺道路の交通状況を考慮し南北２箇所設けるものとする。 

４ 損害賠償請求等への対応 

指定管理者は、指定管理者の責めに帰すべき事由により、施設、設備、物品等が

使用に耐えなくなった場合、または、利用者に被害が及んだ場合、その他本市に損

害が及んだ場合は、その損害の全部又は一部について賠償するものとする。 

   以上のことから、指定管理者はあらかじめ業務に関する損害賠償責任保険に加入

するものとする。なお、これに要する保険料等の経費は、指定管理者が利用料収入

で賄うべき経費として負担するものとする。 

５ 苦情等への対応 

指定管理者は利用者等から寄せられるさまざまな苦情や要望に十分応えるため、マ

ニュアルの整備や職員研修の実施等必要な体制を整えるものとする。寄せられた苦情

等に対して、指定管理者は施設の管理運営を行う者として誠意ある対応をするものと

する。 

また、対応にあたっては必要に応じ本市に報告するとともに、本市の指導を受ける

ものとする。 

６ 事故等への対応 

指定管理者は利用者が安心してサービスを受けられるよう、マニュアルの整備や職

員研修の実施など、事故や事件を未然に防止する体制を整えるものとする。事故や事

件が発生した場合には、迅速かつ適切に対応する体制を整えることとし、指定管理者

の責任において対応することとする。また、対応にあたっては必要に応じて本市に報

告するとともに、本市の指導を受けるものとする。 

７ 職員研修の実施 

船橋市本町駐車場において業務を実施する職員に対し、接遇、救命救急、個人情報

の取り扱い、苦情解決等の研修を必要に応じて実施するものとする。 

８ 個人情報の取扱い、守秘義務及び情報公開 

指定管理者は、個人情報の保護に関する法律に基づき、管理業務の遂行に伴う個人

情報について適切に取り扱うとともに、必要な措置を講じなければならない。また、

業務上知り得た情報を他人に漏らしたり、不当な目的に使用したりしないものとし、

指定管理期間が終了した後も同様とする。 

なお、指定管理者が施設の管理を行うにあたり保有する情報の開示及び提供につい

ては、本市の指示に従い必要な措置を講じるものとする。 

９ 文書等の管理保管 

指定管理者は、指定管理業務の遂行にあたり作成又は収受した文書等をその他の業

務文書等とは別に管理し、適切に保存しなければならない。 
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なお、これらの文書は法令等で定めるもののほか、管理業務に関する文書等につい

て、指定管理期間終了後、指定管理期間開始時に本市と指定管理者で締結する基本協

定書等に定める期間保存するものとする。 

１０ 利用者の声の把握 

指定管理者は、年１回以上利用者を対象にアンケート調査等を実施し、常に利用者

のニーズの把握に努めるものとする。また、本市が実施するアンケートに協力するも

のとする。 

１１ 監査等への協力 

指定管理者の行う公の施設の管理業務にかかる出納その他の事務の執行について

は、監査委員の監査等の対象となる場合がある。その際、指定管理者は監査委員等に

協力するものとする。 

１２ 災害等発生時の対応 

船橋市本町駐車場は、現時点で船橋市地域防災計画の避難所等に指定されていない

ものの、災害等の発生状況によっては、随時協力を求める可能性があり、公の施設で

あることを鑑み本市の災害対応に協力しなければならない。なお、本市の要請に基づ

き要した費用のうち、指定管理者による一般的な管理業務に要する経費に含めること

が適当でないと本市が認めたものについては、原則本市の負担とする。 

１３ 障害者差別解消に係る配慮 

障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（平成２５年法律第６５号）にお

いて、地方公共団体及び事業者は「障害のある方に対する不当な差別的取り扱い」及

び「合理的配慮の提供」が法的義務とされているため、別添の「障害を理由とする差

別の解消の推進に関する船橋市職員対応要領」第２条及び第３条の規定に準じ、不当

な差別的取り扱いの禁止、合理的配慮の提供その他障害者に対する適切な対応を行う

ものとする。 

１４ 環境への配慮 

指定管理者は、管理業務を行うにあたり、リサイクルの推進、電気・水道等のエネ

ルギー使用量の節減、環境に配慮した物品等の購入を行うなど、環境への配慮に努め

るものとする。 

１５ 駐車場機械の入れ替え 

指定管理期間内に４号機を入れ替える工事を行う予定がある。その際、対象機は入

れ替え工事のため、約４か月程度稼働できなくなる。（工事は夜間の営業時間外に実

施予定。工事対象機以外は営業可能。） 

１６ 中央公民館の大規模改修 

中央公民館は、昭和５２年７月に竣工以来、施設設備の老朽化が進んでいることか

ら、船橋市公共建築物保全計画に基づき改修工事実施するため、令和７年１２月以降

２年程度にわたり休館を予定している。
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各種報告書等様式 
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評価シート及び項目別評価表 
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労働条件チェックシート 
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物品一覧表 （資料４）

品名 メーカー 取得日 数量 設置場所 分類

1 エアコン ダイキン工業株式会社 H28.3.4 1 休憩室 備品

2 エアコン ダイキン工業株式会社 H23.3.31 1 料金所 備品

3 中量物品棚 LION H28.3.9 4 地下2階倉庫 備品

4 ロッカー4人用 LION H28.3.9 4 地下2階倉庫 備品

5 ロッカー4人用 LION H28.3.9 1 休憩室 備品

1



地下2階
ロッカー４ 物品棚４

（資料４）
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休憩室
ロッカー１ エアコン１
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料金所
エアコン１
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業務報告 

 

本市への業務報告等について 

 指定管理者は、指定管理業務の報告について下記に示すとおり必要な報告書を提出して

ください。報告書の詳細については別途、協定書により定めるものとします。 

また指定管理者は、次に示すもののほか本市が必要に応じ指定管理者に対して行う調査

や調査依頼等に協力しなければなりません。なお本市に提出した報告書及び調査結果等は、

船橋市情報公開条例（平成１４年条例第７号。以下「情報公開条例」という。）の規定に基

づき情報公開の対象となります。 

 

（１）年次報告 

指定管理者は、毎年度終了後６０日以内に、次に掲げる事項を記載した報告書を作成し

本市に提出するものとします。 

ア 管理業務の実施状況 

イ 駐車場の利用実績 

ウ 利用料等の収入実績 

エ 管理業務の実施に要した費用 

オ その他管理業務の実態を把握するため、本市が必要と認める事項 

 

（２）月次報告 

指定管理者は、毎月終了後１０日以内に、次に掲げる事項を記載した月例報告書を作成

し本市に提出するものとします。 

ア 駐車場の利用状況 

イ 利用料金収入状況 

ウ 管理運営に係る収支状況 

エ 事故、苦情等の経過及び結果報告 

オ 機械設備の保守点検報告 

カ その他、本市が必要と認める事項 

 

（３）連絡調整会議 

指定管理者は、本市と業務全般にわたる問題点等の協議を行う場として定期的に連絡調

整会議を開催することとします。 
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第１章  総  則 

（趣旨） 

第１条 この管理規程は、駐車場法（昭和３２年法律第１０６号）第１３条の規定に

基づき、船橋市本町駐車場の管理に関し、必要な事項を定める。 

 （駐車場の名称） 

第２条 駐車場の名称は、船橋市本町駐車場という。 

 （管理者の名称等） 

第３条 船橋市本町駐車場（以下「駐車場」という。）の管理者（以下「管理者」とい

う。）の名称及び所在地並びに代表者及び住所は、次のとおりとする。 

 一 名称 船橋市 

 二 所在地 船橋市湊町２丁目１０番２５号 

 三 代表者 船橋市長 

 四 代表者住所 船橋市湊町２丁目１０番２５号 

 

第２章  駐車場の供用 

 （供用時間） 

第４条 駐車場の供用時間は、午前０時から午後１２時までとする。 

 （入出庫の取扱時間） 

第５条 駐車場への入出庫の取扱時間は、午前８時から午後１２時までとする。ただ

し、管理者は、管理上必要があると認めるときは、入出庫の取扱時間を変更するこ

とができる。 

 （駐車することができない自動車） 

第６条 駐車場に駐車することができない自動車は、次に掲げるもの以外とする。 

 一 道路運送車両法施行規則（昭和２６年運輸省令第７４号。以下「省令」という。）

別表第１に掲げる普通自動車であって、長さ５．１メートル、幅１．８５メート

ル、高さ１．９８５メートル及び原則として重さ２．５トンをそれぞれ超えない

もの 

二 省令別表第１に掲げる小型自動車及び軽自動車のうち、二輪自動車及び三輪自

動車以外のものであって、高さ１．９８５メートル及び原則として重さ２．５ト

ンを超えないもの 

（駐車場への入出庫） 

第７条 駐車する目的で駐車場を利用する者（以下「利用者」という。）が駐車場へ入

庫するときは、北側出入口若しくは南側入口のいずれかにより係員の誘導、指示に

従って駐車位置に入庫したのち、駐車券（第１号様式）の交付を受けるものとする。 

２ 利用者が駐車場を出庫するときは、所定の駐車場利用料金（以下「駐車料金」と

いう。）を納付し、若しくは回数券（第２号様式）を提出（第２１条に定め得る支

払い方法を含む。以下同じ。）し、又は定期券（第３号様式）を提示し、係員の誘
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導、指示に従って、北側出入口から出庫するものとする。 

３ 船橋市本町駐車場条例施行規則（平成１７年船橋市規則第８号。以下｢規

則｣という。）第８条第１項の規定による市長の承認をうけた場合には、同項に規

定する一般共通利用回数券を、第２項の回数券と同様に取り扱うことができる。 

 （駐車場内の通行） 

第８条 利用者は、駐車場内（車路を含む。以下同じ。）の車両通行については、道路

交通法令の定めるところによるほか、次の事項を守らなければならない。 

一 標識の表示又は係員の指示に従うこと。 

二 速度は、時速８キロメートルを超えないこと。 

三 追越しをしないこと。 

四 出庫する車両の通行を優先すること。 

五 警笛をみだりに使用する等のことなく静かに運転すること。 

 （遵守事項） 

第９条 利用者は、駐車場を利用するにあたり、係員の指示に従うほか、次の各号に

掲げる事項を遵守しなければならない。 

一 所定の場所以外では飲食、喫煙をし、又は火気を使用しないこと。 

二 空缶、紙屑等を所定の場所以外には捨てないこと。 

三 料金所等にみだりに立ち入らないこと。 

四 駐車場内において宿泊しないこと。 

五 駐車場内の施設、器物又は他の車両及びその積載物若しくは取付物に損傷が生

ずる等の事故が発生したときは、直ちに係員に届けること。 

六 駐車中は、エンジンを必ず停止し、車両を離れるときは、窓を閉じ、ドア及び

トランクには施錠して貴重品等の盗難防止を図ること。 

七 駐車場内においては、営業行為及び演説、募金、宣伝、署名運動その他の行為

をしないこと。 

 （立入禁止） 

第１０条 駐車場に駐車する自動車の運転者、同乗者、乗客その他用務のあるもの以

外の者は、駐車場内に立入りしてはならない。 

 （駐車の拒否） 

第１１条 管理者は、駐車場が満車になった場合は、駐車券の発行を停止するほか、

次の各号の一に該当するときは、駐車を拒否し、又は車両を退出させることができ

る。 

一 発火性、爆発性、又は引火性のある危険物を積載し、又は取付けているとき。 

二 駐車場内の施設、器物又は他の車両及びその積載物若しくは取付物を汚損し、

又はき損するおそれがあるとき。 

三 著しく悪臭を発する物品を積載しているとき。 

四 他の車両の駐車を妨げるおそれがあるとき。 
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五 定期券を不正に使用したとき。 

六 その他駐車場の管理に支障を及ぼすおそれがあるとき。 

 （出庫の拒否） 

第１２条 管理者は、次の各号の一に該当するときは、駐車した車両の出庫を拒否す

ることができる。 

一 利用者が正当な理由がないのに駐車券を返納しないとき。 

二 利用者が出庫するにあたり、駐車料金を納付しないとき若しくは回数券を提出

しないとき又は定期券を提示しないとき。 

三 第１３条に規定する措置をとるために必要があるとき。 

 （事故に対する措置） 

第１３条 管理者は、駐車場内において事故が発生し、又は発生するおそれがあると

きは、車両の通行止等速やかに必要な措置をとるものとする。 

 （駐車時間の制限） 

第１４条 利用者は、管理者が特に認めた場合のほか、同一車両を引続き２日間を超

えて駐車させてはならない。 

２ 管理者は、前項の規定により２日間を超えて駐車している車両については、当該

車両の所有者への引取要請等必要な処置を講ずるものとする。この場合において、

引き取りに要する経費は、当該車両の所有者の負担とする。 

 （供用の休止） 

第１５条 管理者は、駐車場の補修その他の理由により必要があると認めるときは、

駐車場の全部又は一部の供用を休止することができる。 

第３章  駐車料金等 

 （駐車料金等） 

第１６条 駐車料金の額は、別表に掲げるとおりとする。 

２ 普通利用料金及び泊利用料金に係る駐車の料金については、回数券を発行するこ

とができる。 

３ 前項に規定する回数券の額は、１割以内の割り引きをした額とする。 

４ 定期利用料金に係る駐車については、定期券を発行するものとする。ただし、駐

車の場所を特定し、または優先して駐車することができる旨の特約をすることはで

きない。また、自動車の保管場所の確保等に関する法律施行規則（平成３年国家公

安委員会規則第１号）第１条第２項第１号に規定する書面についても、発行しない。 

５ 定期券の交付を受けようとする者は、定期券交付申請書により有効期間の開始日

の７日前から申請することができる。ただし、既に定期券の交付を受けている者が、

その有効期間の更新をしようとする場合においては、既に交付を受けている定期券

の提出をもって、定期券交付申請書の提出に代えることができる。 

６ 定期券の発行手数料は、徴収しない。 

７ 定期券の再発行に際しては別表による実費を徴収する。ただし、管理者の責めに
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帰すべき事由による場合はこの限りでない。 

８ 第２項及び第４項の規定により回数券又は定期券の発行を受ける者は、その発行

のときに当該料金を納付しなければならない。 

９ 第２項に規定する回数券は、規則第８条第１項の規定による市長の承認を受けた

場合には、同項に規定する指定管理者共通利用回数券として発行することができる。 

 （定期券の発行制限） 

第１７条 定期券は、普通利用及び泊利用の妨げとならない範囲内の台数分について

発行するものとする。 

 （駐車時間） 

第１８条 駐車料金を算出するための駐車時間は、駐車券に記入された入庫から出庫

までの時間とする。 

 （領収証の発行） 

第１９条 駐車料金を徴収したときは、領収証を納入者に交付しなければならない。

ただし、事前精算機または料金計算機によりレシートを発行する場合はこの限りで

はない。また、納入者から領収書及びレシートについて不要である旨の意思が示さ

れた場合、これを発行しないことができる。 

 （駐車料金の減免） 

第２０条 次に掲げる自動車が駐車するときは、駐車料金を減免することができる。 

一 道路交通法（昭和３５年法律第１０５号）第３９条第１項に規定する緊急自動 

車 

二 駐車場付近において、国又は地方公共団体の職員が防疫活動その他の緊急を要

する公務を行うために使用する自動車 

三 駐車場に係る火災予防のための立入検査又は電気、ガス、水道、通信等の工事、

点検等の用に供する自動車 

四 身体障害者福祉法（昭和２４年法律第２８３号）第１５条第４項の規定により

身体障害者手帳の交付を受けている者その他これに準ずる者として市長が認め

る者が運転し、又は同乗する自動車 

２ 前項第１号から第３号までに掲げる自動車を駐車させるときは、料金を免除する。 

３ 第１項第４号に掲げる自動車を駐車させるときは、駐車開始時刻から引き続き１

時間を経過するまでの料金を免除する。 

 （駐車料金の別払い） 

第２１条 大量に買入れる回数券の料金支払いについては、別に管理者が定めるとこ

ろにより、一括別払いの方法をとることができる。 

 （駐車料金の不還付） 

第２２条 既に納入された料金は、還付しない。ただし、定期利用に係る料金につい

ては、駐車場の休止その他特別の理由があるときは、その全部又は一部を還付する

ことができる。 
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２ 前項ただし書きの規定に基づき、定期利用に係る料金を還付する場合の額は、当

該供用の休止により定期券を使用できなくなった日数を３０で除した数に、当該定

期券に係る定期利用の料金の額を乗じて得た額とする。 

第４章   保管責任及び損害賠償 

 （駐車車両の保管責任） 

第２３条 管理者は、駐車する車両の保管責任を負うものとする。 

 （駐車車両の損害賠償） 

第２４条 管理者は、その責めに帰すべき理由により車両を損傷又は滅失したときは、

その車両の時価、損害の程度を勘案してその損害を賠償するものとする。 

 （車両の積載物又は取付物等に関する免責） 

第２５条 管理者は、駐車車両の積載物又は取付物及び車両内に留置された物品等に

関する損害については、一切賠償責任を負わない。 

 （車両又は利用者の損害に関する免責） 

第２６条 管理者は、次の事項に該当する理由によって生じた車両又は利用者の損害

については、賠償責任を負わない。 

一 天災、地変、浸水その他不可抗力による事故 

二 車両又は積載物及び取付物の瑕疵及び積載物若しくは取付物の性質による事

故 

三 駐車場内における衝突、接触その他の事故 

四 第１３条の規定による措置によるもの 

 （利用者に対する損害賠償の請求） 

第２７条 管理者は、利用者の責めに帰すべき理由により損害を受けたときは、その

利用者に対して損害賠償を請求するものとする。 

第４章  補   則 

 （補則） 

第２８条 この管理規程の施行に関し必要な事項は、管理者が別に定めることができ

る。 

   附 則 

 この管理規程は、平成５年２月２４日から施行する。 

   附 則 

 この管理規程は、平成６年１０月１日から施行する。 

   附 則 

 この管理規程は、平成１０年６月１日から施行する。 

   附 則 

 この管理規程は、平成１０年１１月１４日から施行する。 

   附 則 

 この管理規程は、平成１３年９月１日から施行する。 

（資料７）



 

6 
 

附 則 

 この管理規程は、平成１５年６月１日から施行する。 

附 則 

 この管理規程は、平成１６年４月１日から施行する。 

附 則 

 この管理規程は、平成１６年７月１日から施行する。 

附 則 

 この管理規程は、平成１８年４月１日から施行する。 

附 則 

 この管理規程は、平成１８年８月１日から施行する。 

   附 則 

 この管理規程は、平成２３年４月１日から施行する。 

附 則 

 この管理規程は、平成２４年５月１日から施行する。 

附 則 

 この管理規程は、平成２６年４月１日から施行する。 

附 則 

 この管理規程は、平成２８年４月１日から施行する。 

附 則 

 この管理規程は、令和６年３月８日から施行する。 

附 則 

 この管理規程は、令和６年４月１日から施行する。 
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別  表 

区 

分 

単   位 金 額 備   考 

普
通
利
用 

最初の 1 時間までにつき 320 円 入庫後 30 分未満で出庫する

場合は 2 分の 1 の額とする。 

超過時間 30 分までごとにつき 150 円  

午前8時から午後12時まで当日1

回につき最大料金 

1,500 円  

泊
利
用 

午後 7 時から翌日の午前 8 時 30

分までにつき 

1,000 円 午後 12 時以前の出庫につい

ては、普通利用料金とする。

午前 8 時 30 分以降の出庫に

ついては、30 分までごとに

150 円を加算する。 

定
期
利
用 

全日 午前0時から午後12時ま

での1 箇月につき 

30,000 円 

 

定期利用時間以外の駐車料

金は、定期利用時間に継続し

て利用し、出庫するときは超

過時間 30 分までごとの金額

を 30 分ごとに加算した額と

し、その他の場合は普通利用

の金額とする。 

昼間 午前8時30分から午後7

時までの 1 箇月につき 

17,000 円 

 

夜間 午後 7 時から翌日午前 8

時30分までの1箇月につ

き 

15,000 円 

 

定
期
券 

再
発
行 

定期券再発行１枚につき 700 円 管理者の責めに帰すべき事

由による場合は徴収しない。 
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第１号様式 

 

（入庫日時） 

 

（出庫日時） 

 

 

 

駐 車 券 
(PARKING TICKET) 

船橋市本町駐車場 

営業時間 ８：００～００：００ 

TEL ０４７－４２０－２１１０ 

 

車両番号   －   区分  

再発行    号    車室   

 

１． 駐車券は、折ったり、曲げたり、濡らしたり、磁

気のあるものに近付けたりしないでください。 

２． 駐車券は車内に放置しないでください。 

３． 車のドア、トランク、窓は必ず閉めてください。 
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第２号様式 

 

 

自動車駐車回数券 
 
 
 
 
 

《注意事項》 

●本券を利用した場合は、上記の料金が無料となりま

す。 

●本券を折り曲げたり、磁気・湿気に近づけたりしない

でください。 

●額面以下の料金精算時、お釣りが出ませんのでご注意

ください。 

《精算手順》 

 
次に         次に 

 

 

船橋市本町駐車場 
ＴＥＬ：０４７－４２０－２１１０ 

            

   円券 

駐車券 この券 
料金が不足の

時現金でお支

払いください 
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第３号様式 

 

 

定 期 駐 車 券 
 

営業時間 ８：００～００：００ 

船橋市本町駐車場 
 

ＴＥＬ ０４７－４２０－２１１０ 

 

全日 □ 

昼間 □ 

夜間 □ 
 

定期券番号  

車両番号 
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